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員への需要に対応するため，2007 年には CEFF と
IMAP が初等教員養成校（Instituição de Formação 
de Professores：IFP）へと改編され，10 年間の一般
教育修了を入学資格とし，養成期間を 1 年とする教員








「10 ＋ 3」カリキュラムを新たに策定し，2011 年から
6 校の IFP において試験的に開始し，全国に順次導入
予定である．2018 年 8 月現在，「10 ＋ 3」カリキュラ
ムを導入している IFP は計 9 校となっている．また，
現在，新たな教員養成カリキュラムが検討されており，




実施されている．2023 年には「10 ＋ 1」カリキュラ


























育調査では，同国の児童の学力の厳しさが浮き彫りに されている（表 2 参照）．
１ 2018 年 7 月 INDE インタビューによる．
２ 2018 年 2 月教育人間開発省教員養成局聞き取りによる．
表 1：モザンビークの代表的な初等教員制度（2006年）
指導可能学年 略称 指導可能学年 授与課程
初等教員養成センター
（Centros de Formação de 
Professores Primários）





（Institutos do Magistério 
Primário）





（Escolas Professores do 
Futuro）
EPF EP1+EP2 10 年間の一般教育修了者に国









4 年生の 29% が小学 3 年生の学習目標を達成できていない．
2007 年 SACMEQ III 小学 6 年生の 43.5% が基礎的な読み書きの能力を有していない
出典：MINEDH（2012）などを参考に著者が作成
米田勇太，日下智志，石坂広樹
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表 3 は，「10 ＋ 1」カリキュラムの科目構成・各科
目の授業時間配分と総授業時間に対する割合を示した
ものである．
「10 ＋ 1」カリキュラムの年間の総学習時間は 1,440





























３ 2018年 7月 16日Tete IFPでのインタビューによる
表 3：「10+1」カリキュラムの科目構成
科目名 1 学期 2 学期 合計 割合
教育心理学 60 80 140 9.7%
活動・調査手法と ICT 入門 60 0 60 4.2%
学校組織・運営 60 0 60 4.2%
倫理・市民教育教授法 40 0 40 2.8%
言語表現手法 40 40 80 5.6%
ポルトガル語教授法 40 80 120 8.3%
社会科教授法 60 60 120 8.3%
体育教授法 40 60 100 6.9%
音楽教授法 40 60 100 6.9%
算数科教授法 60 120 180 12.5%
美術教授法 40 40 80 5.6%
理科教授法 60 60 120 8.3%
モザンビークバントゥ言語とバイリンガル教育手法 40 40 80 5.6%
学校建設・維持・生産の基本 40 40 80 5.6%
職業科教授法 40 40 80 5.6%

















ニケーションと社会科学（Comunicação e Ciências 
Sociais：CCS）」「 理 数 科（Matemática e Ciências 
Naturais：MCN）」「 実 践・ 技 術 活 動（Actividades 
Práticas e Tecnológicas：APT）」および「教育科学





MCN 科目では上記コンピテンシーの 1 ～ 4 及び 9 の，
APT 及び CE 科目で 1 ～ 9 すべてのコンピテンシー
の醸成を図ることが目的とされている（MINEDH，
2011）．また，上記コンピテンシーの 4 と 5 の違いに
対応するように，各教科の授業は，基本となる科目内
容の学習（CCS または MCN）と指導法・実践の学習





















語Ⅰ 英語Ⅰ 数学Ⅰ 理科 体育Ⅰ 教育工学 実習
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めた総授業時間数は 1 年生で 1,530 授業時間，2 年生
で 1,454 時間といずれの学年においても「10 ＋ 1」カ
リキュラムの 1 年間よりも多くの授業時間が割り当

















1 年生（ 1 学期～ 3 学期）に偏っていることがわかる．
Plano Curricular は，2012 年以降も改訂作業が継続
して行われており，2012 年と 2014 年に試行版として
改訂版ドラフトが作成されているが，いずれも正式な
施行には至らず，未だに「10 ＋ 1」カリキュラムは






CCS MCN APT CE 実習
1 年生
1
140 100 20 40 50
350
40％ 29％ 6％ 11％ 14％
2
160 60 20 60 100
400
40％ 15％ 5％ 15％ 25％
3
60 0 20 200 100
380
16％ 0％ 5％ 53％ 26％
4
160 0 20 120 100
400
40％ 0％ 5％ 30％ 25％
2 年生
5
0 0 48 288 120
456
0％ 0％ 11％ 63％ 26％
6
0 0 0 0 390
390
0％ 0％ 0％ 0％ 100％
7
0 0 16 208 80
304
0％ 0％ 5％ 68％ 26％
8
0 0 48 176 80
304
0％ 0％ 16％ 58％ 26％
3 年生 9
0 0 24 312 120
456
0％ 0％ 5％ 68％ 26％
出典：MINEDH（2011）などを参考に著者が作成
表 8：5教科の授業時間の比較
ポルトガル語 英語 算数 理科 社会
CCS/MCN 120 260 120 40 40
APT/CE 188 120 156 188 60
合計学習時間 308 380 276 228 100
総授業時間（3,440 時間）に対す
る割合




「10 ＋ 1」・「10 ＋ 3」カリキュラム共に，IFP の正
















表 9 と表 10 は，「10 ＋ 1」カリキュラムの「算数科









４ 現在，独立行政法人国際協力機構（JICA）の技術協力を受けつつ，教育省教員養成局は，理科教育・算数教育に係る IFP の教
科書の開発を進めており，2018 年度以降，順次全国に導入される予定である．
５ 2018 年 6 月 INDE 聞き取りによる．
表 9：「算数科教授法」（「10＋ 1」カリキュラム）の構成
セメスター 数と計算 量と測定 図形 数量関係 教授法
1
数の起源と歴史 8 量と測定 12 形と空間 10 算数教育教授法入門 9
自然数と計算 34 基礎教育シラバスの学習 8
2
自然数の整除性 10 縮図と拡大図 4 パーセント 8
分数 12 平面図形の移動 9 等式と不等式 8
小数 8 比と割合 7
指数 6 比例 8
統計基礎 9
集合 6
44.3％ 78 6.8％ 12 13.1％ 23 26.1％ 46 9.7％ 17
出典：INDE（2006）などを参考に著者が作成
表 10：「数学Ⅰ」「数学Ⅱ」「算数科指導法」（「10＋ 3」カリキュラム）の構成
モジュール 数と計算 量と測定 図形 数量関係 教授法
数学Ⅰ
自然数の整除性 15 集合と要素 10




量と測定 15 縮図と拡大図 10 比例 10
図形と空間 15 百分率 10
算数科
指導法
自然数と操作 18 量と測定 10 図形と空間 10 等式と不等式 8 算数教育教授法入門 4
分数と小数 10 縮図と拡大図 4 比と割合 6 基礎教育シラバスの理解 4
集合と要素 8 平面図形の移動 8 統計 8 算数教育の計画 6
算数教育における
演習 4
36.1％ 86 10.5％ 25 19.7％ 47 26.1％ 62 7.6％ 18
出典：INDE（2012a） INDE（2012b）を参考に著者が作成
米田勇太，日下智志，石坂広樹








域の割合が 36.1% まで減少したものの依然として 5 領
域の中では最大の学習時間となっている．「図形」領






























































































































ム「Programa do Ensino Básico」（Ministerio de 
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・上記の復習・宿題の解説に 20 分の時間を割き，
授業時間をほぼ半分すぎたところで本時のテーマであ
る「累乗」の導入に入った．① 3 ＋ 3 ＋ 3 ＋ 3，② 3
× 1，③ 5 × 5 × 5 の 3 つの式が提示され，「それぞ
れを別の方法で記載する」という活動が与えられた．
①と②は既存の知識で書き表せるが③については書き
表すことが難しい（または，5 ＋ 5 ＋ 5 ＋ 5 ＋…と長
くなる）ため，累乗という表し方があるという流れの
導入であった．その後，累乗の導入として，3 × 3 ×
3 × 3 を例として取り上げ，34 と書き表すことができ
ることが説明された．計 50 分の授業であった．授業
の終わり 5 分間では，累乗の加法・減法が紹介され，












・一部学生は，上記② 3 × 1 の展開を 3 ＋ 3 ＋ 3 と
する等，そもそも四則演算の意味を理解していない可
能性も見受けられた．また，宿題として出されていた
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